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3月23日、現代を代表するピアニスト、マウリツィオ・ポリーニが82歳で亡くなりました。18歳で第６回ショパン国
際ピアノ・コンクールを制覇、８年間の雌伏を経て、演奏活動を本格的に始動。以後、圧倒的なテクニックのキレ、明
朗な歌に満ちたサウンドをもって、数々の名演を聴かせてくれました。巨匠の逝去を悼み、追悼特集を捧げます。

ノスタルジーを喚起する名旋律から、新たな語法に立脚した前衛的な響きまで、数多くの大作曲家、傑作を生みだし
たチェコとハンガリー。複雑な歴史をたどってきたこの両国を軸に、ドイツ、フランス、イタリアといった「西欧」とは
異なる音楽の歩みと、そのはかり知れない魅力をご紹介します。
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「音楽の友」は毎月18日に 
発売されています

『音楽の友』定期購読ご希望の方は、
「定期購読受注センター」（ 0120-
255-803）へ、また、バックナンバーの
お問合せは、音楽之友社営業部（☎03-
3235-2151）へお願いいたします。
音楽之友社 online
http://www.ongakunotomo.co.jp
もご利用いただけます。

©小林愛実
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小林研一郎（指揮）
Ken-ichiro Kobayashi, conductor

“炎のコバケン”の愛称で親しまれ
る日本を代表する指揮者。東京藝
術大学作曲科、および指揮科の両
科を卒業。1974年第1回ブタペス
ト国際指揮者コンクール第1位、お
よび特別賞を受賞。2002年プラハ
の春音楽祭では東洋人初のオープ
ニング《わが祖国》を指揮して万雷
の拍手を浴びた。これまでに国内外
の名だたるオーケストラと共演を
重ね、数多くのポジションを歴任。
ハンガリー政府からハンガリー国大
十字功労勲章（同国で最高位）等、
国内では旭日中綬章、文化庁長官
表彰、恩賜賞・日本芸術院賞等を受
賞。2005年、社会貢献を目的とし
たオーケストラ「コバケンとその仲
間たちオーケストラ」を設立、以来
全国にて活動を続けている。

表紙の人

	 106	 耳鼻科医から見たアーティストと演奏㉓  ゲスト：山﨑わかな（S）（竹田数章／道下京子）

隔月連載

	 177	 �富士山マガジン・キャンペーン
PR

	 105	 ［Interview］�ヴァン・カイック弦楽四重奏団が来日（編集部）

特別記事


